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１.  研究目的 

自分自身、読書が趣味ではあるが、歳を追うごと

に読む時間が取れなくなってしまった。そのよう

な状況で読書離れなどの問題が上がっていること

を知り、本を読む時間を取る方法と、読書する人を

増やしたいと思った。より多くの人々に読書の面

白さや有効性を感じ、習慣的に読書を楽しんでも

らうために、 問題の起きる理由や解決策を明らか

にする。 

 

２. 調査内容 

まず、読書趣味の人がどういったことから読書

好きになったのかを調べたところ、本を読む事に

ついて児童に行ったアンケート結果（図１）では、保

護者の読書好きの程度が高くなるにつれ、児童・生

徒も読書が好きという回答が多くなっており、ま

た児童・生徒が一か月に読んだ本の数の統計でも

児童・生徒が 1 冊以上本を読んでいる割合は、保

護者の読書好きの程度が高くなるにつれ、高くな

る傾向があった。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本を読むことについて（全保護者の読書嗜好別） 

なぜ本を読む時間が成長するにつれて取れなく

なっていくのか（図２）については、学生から社会人

となるにつれ、自由な時間が取りにくくなって行

くことでネットサーフィンやゲームプレイ、動画

視聴などの想像力を使わずとも理解しやすいもの

に走りがちということが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 読書量が減っている理由 

また、小・中学生が読む本の傾向として『5 分後

に意外な結末』シリーズ等に代表される短編集も

人気が出ている。さらに、読みやすい字間や大きさ

などを調べた。一般的な書店で販売されている A6

版の文庫本を基準とし、代表的な出版社数社から

販売されている書籍の比較検討（図３）を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 六出版社の文庫本比較 



３. コンセプト 

ターゲット：児童・生徒・ 

コンセプト：短い時間でも楽しめる読書導入冊子 

スマートフォンやゲーム機を使用する合間や、

休憩時間に文を読むという選択に行き着くもの。 

 

４. アイデア展開 

調査内容を元に、いくつかの小説文庫の字体・字

の大きさをくらべ、読みやすい物を考える。また、

持ち運びのし易い薄い冊子やパンフレットの形で

いくつかピックアップされた小説の冒頭のみがま

とめられた物や、同じ文を対応した年齢別に字体

などを変え読み手に合わせて選べる書籍、図書館

の利用をもう少し手軽に行えるようなものや、読

んだ深度に対応したスタンプラリーのようなもの

等を検討した。 

これらは一回に読む量が少しでも、自分の読み

やすい文体の書籍を習慣的に読むということに繋

げてもらえるような仕組みを意識した作りになっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ アイデアスケッチの一例 

 

５. 最終提案・課題 

現段階では、文庫サイズの手軽に持ち運べる小

冊子で、スキマ時間に読んだり、年齢に応じて内容

が違う物が複数用意されていて、自分にあった物

を選べるものを最終提案として考えている。 

今後の課題点はどのような場面で提供するか、

どういった形で手に取ってもらえるかの設定。 
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